
『バランス障害リハビリテーション－障害像を的確にとらえるための基礎理論と評価・治療の進め方』正誤表

『バランス障害リハビリテーション－障害像を的確にとらえるための基礎理論と評価・治療の進め方』第1版第1刷（2021年4月1日）に誤りがありました。

ページ 該当箇所 誤 正

p.49 図1

p.64 図12 説明文の上から2行目 確実に坐骨までの重心移動を促している。 確実に重心移動側の足部までの重心移動を促している。

ここに深くお詫びいたし，訂正申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2021年4月2日 メジカルビュー社編集部）

 49

1 

バ
ラ
ン
ス
評
価
の
考
え
方

Ⅱ

バランス能力評価の目的
　バランス能力評価には，①現在の状態や経過，介入効果を把握するためにバランス能力の
程度（バランス能力レベル）を評価すること，②バランス改善に向けた介入に役立てるため
にバランス能力が低下している要因（機能が低下している要素）を特定すること，の２つの
目的がある（図2）。バランス能力レベルを評価するためにはバランス能力を測る尺度（評価
指標）が必要になり，Berg Balance Scale（BBSまたはFunctional Balance Scale：FBS）1），
Functional Reach Test（FRT）2），Timed “Up and Go” Test（TUG）3）など，さまざまなバ
ランス能力の評価指標が臨床の場で用いられている。
　バランス能力レベルを測定する評価指標には，①特定の課題に対するパフォーマンスの観
察や測定によるものと，②質問紙による主観的な評価によるものがある。重心動揺計や加速
度計などの測定機器を用いた方法も①のパフォーマンスの測定に含まれる。
　機能が低下している要素を特定するための評価指標は，介入指向型の評価指標ともよば
れる。その理由は，バランス能力低下の要因となる機能的要素が特定できれば，機能レベ
ルが低下している要素を中心にアプローチ（介入）することができ，効果的・効率的なバラン
ス能力の改善につながると考えられるからである。バランス能力低下の要因となる機能的要

  図 1   ICF のなかでのバランス能力の位置づけ

バランス能力はICFの心身機能・身体構造に含まれるが，他の心身機能・身体構造の項目と関連している。
バランス能力は多くの活動の項目に安定性の低下として影響を及ぼす。
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・個人の周りの要因

個人因子
・個人にかかわる要因

健康状態
・疾患に関する情報

心身機能・身体構造

・四肢の欠損や変形
・関節可動域（range
　of motion：ROM）
・筋力
・感覚
・関節機能
・協調性
・運動耐容能
・バランス能力
・疼痛
・呼吸機能
・嚥下機能
・構音機能
・認知機能
など

活　動

・座位姿勢，立位姿勢
・起居動作
　（寝返り，起き上がり，
　立ち上がり）
・移動動作
　（歩行，階段昇降，走行，
　四つ這い）
・日常生活活動（activities 
　of daily living：ADL）
・手段的生活活動
　（instrumental activity 
　of daily living：IADL）
・仕事に必要な動作
・余暇に必要な動作
・スポーツに必要な動作
など

参　加

・仕事
・趣味
・スポーツ活動
・社会活動
など
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